　　　　　　　　　　　　　　　徒然道草

目魁　影老　

　人生とは、人として生きていくことである。

　そして、人として最後の大仕事は、死である。

　織田信長は「人間五十年 下天の内をくらぶれば、夢幻のごとくなり。一度生を得て滅せぬ者のあるべきか」と幸若舞敦盛を舞って出陣し、桶狭間を急襲、今川義元の首を討ち取った。信長26歳、義元42歳であった。

そして、信長は明智光秀に本能寺の変で襲撃され、48歳で自害して果てた。

　英傑は50歳にして死ぬ。

　武田信玄51歳、上杉謙信48歳、真田幸村48歳、加藤清正49歳、西郷隆盛49歳、大久保利通47歳、秋山真之49歳。平清盛64歳、源頼朝51歳、足利義満49歳、そして、聖徳太子47歳、後醍醐天皇50歳、楠正成43歳。カエサル・シーザー55歳？、ナポレオン51歳、ヒトラー56歳、リンカーン56歳、ジョンFケネディー46歳。さらに、夏目漱石49歳、岩崎弥太郎50歳、五代友厚50歳。
　凡人の私はすでに20年も余生を永らえて70歳に達した。

　普通の教師は、ただ教える。良い教師は、考えさせる。優れた教師は、心に火をつける。どこかで見た言葉である。

　吉田松陰が松下村塾で若者に教えたのは、わずか2年余りでしかなかった。

アヘン戦争で清が西洋列強に大敗したことを知って山鹿流兵学が時代遅れになったことを痛感した松陰は、日本を救うために、志を立て動くことを決意する。脱藩して津軽海峡まで旅して外国船を見ようとし、浦賀にやってきたペリーの黒船に国禁を犯して乗り組む。その果ては29歳にして獄死であった。

　吉田松陰は、その死をもって、萩の若者たちの心に火をつけた。

「自らの目と耳で世界情勢を知り、考え抜き、決死の志を持って行動せよ」

　隣藩の芸州浅野藩は、長州薩摩と同盟を結びながらも、なぜ明治維新に乗り遅れたのか。

　新しい時代が始まったとき、長州と薩摩が舞台回しを演じ、佐賀や土佐も脱落していった。薩長藩閥政治と揶揄されるほどに、主役はもとより脇役も端役も、歴史の舞台を華やかに演じるのは、長州と薩摩の出身者であった。

　新しい主戦場である東京で、薩長に伍して活躍できる有能な人材をいかに育てるか。その篤い思いを秘めて、芸備協会が創られた。そして郷土から上京する若者を支援するために、奨学金制度を設け、浅野藩邸の敷地に学生寮を開設した。その学生寮は幾多の変遷を経た後、学生運動の燃え盛った時代の1970年に閉鎖となった。目魁影老は、最後の寮生の一人である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜蛇足＞
　徒然道草は目魁影老の思いを綴ったものです。必ずしも、科学的な論証によった真実を記載したものかどうかは、自信がありません。写真、地図、概略図といったものも一切載せていません。
　より知識を深めるためには、ネット、グーグル、書籍といったもっとふさわしい方法で、読者がそれぞれ検索や探求されることをお勧めいたします。
　私の知らない新しい発見がいくつも見つかることを期待します。
（徒然道草その37）安芸武田氏はなぜ戦国大名になれなかったか
　律令制で定められた地方官の最上位の国司は、任期4年で交代する。それに対して、鎌倉武家政権によって始まった守護職は、任期があったかどうか良くわからない。親から子や孫へと何代も続いた場合もあれば、何カ国もの守護を兼務したものもいる。しかし、室町時代になるとしばしば代わったようである。
　源頼朝から甲斐の守護に任じられた武田氏5代目の信光は、1221年に承久の乱の功績により安芸守を任じられて2カ国の守護となったが、拠点の甲斐を離れることなく、安芸の国には守護所を建てて守護代を派遣した。安芸国守護となった武田氏は佐東、安南郡方面において中小武士や在国官人を家臣化し、荘園や国衙領（こくがりょう＝国司の力が及ぶ領地）を押領して支配の基礎固めに乗り出した。そして、鎌倉幕府の元寇防備命令により、武田氏7代目の信時の時代に安芸の国に下向し、佐東銀山城（さとうかなやまじょう＝その昔に銀が採れた？）を、安芸国佐東郡（現在の広島市安佐南区）にある標高410mの山の上（現在は武田山と呼ばれる＝広島城の北4㌔太田川の西）に築いた。だが一時この城は落城(1299年)してしまい、鎌倉時代末期に9代目当主の武田信宗によって、自然の要害を利用して周辺の尾根に50以上の曲輪を持つ巨大な連郭式山城として整備された。岩を利用した御門跡などの遺構が現存するものの、後世の山城に見られるほどの築城が行われた形跡は少なく、自然の要害を利用しただけの城であった。
鎌倉時代末期には、甲斐武田氏は拠点の甲斐守護職を失い、安芸の国が実質的な甲斐武田惣領家の拠点となった。その後、南北朝時代に足利尊氏に従った10代目の武田信武が、甲斐守護に返り咲き、甲斐国守護職は嫡男の信成、安芸国守護職は二男の氏信がそれぞれ継承し、甲斐と安芸の両武田氏に分立した。しかし、両武田家は足利政権では相次いで甲斐と安芸の守護職を失い、分国守護職に格下げされてしまう。
安芸の国は律令の国・郡・里（郷）制により、8郡からなる。沼田郡(7郷)、  賀茂郡 (9郷)、安芸郡(11郷)、佐伯郡(12郷)、山県郡(8郷)、 高宮郡(6郷)、高田郡(7郷)、豊田郡(6郷)である。安芸守護は、この8郡すべてを管轄する。しかし安芸武田氏に代わって、足利政権に近い名門の今川氏、細川氏、山名氏が次々と安芸の国の守護職に就き、1430年ころの武田氏14代目の信繁は佐東、山県、安南の三郡守護職の地位でしかなかった。（郡はしばしば統廃合され、名称も変わった）
　1440年に武田氏15代目の信栄は、足利6代将軍の義教から一色義貫討伐を命じられ、これを討った。このときの恩賞として一色氏の遺領のうち若狭守護職と尾張国智多郡を与えられた。安芸の国の分国守護に甘んじていた武田氏は、京の都に近い若狭の一国守護職を得たのである。信栄のあとは弟の信賢が継ぎ、着々と若狭の領国支配体制を確立していった。

　一方、安芸の国では西の隣国の大内氏との対立が深まり、1457年には大内軍が銀山城に攻め寄せてきた。武田氏は足利幕府の命を受けた毛利、吉川氏の支援を得て、どうにか落城を免れることができた。この時は信賢の父信繁が分国守護代として銀山城を守っていたが、その死後は信賢の弟元綱がその地位を継承した。安芸武田氏の子孫が若狭守護職と安芸分国守護職の二カ国を受け継いでいたが、元網の跡を継いで銀山城の主となった武田元繁は、そのころ絶頂期にあった大内義隆に従って、上洛軍に加わった（1508年）。大内義隆は前将軍・足利義尹を10代将軍として復職させ、管領代として幕政を担うようになると、武田惣領家は再び大内氏と対立し、本拠を若狭国に置くようになり、若狭と安芸の武田氏は完全に分立した。
安芸の国で起こった厳島神社の神主後継と神領支配を巡る内紛が1515年に発生した。それを鎮圧するために大内義興は、武田元繁を京都から安芸の国に帰還させた。すると安芸に戻った武田元繁は、義興から与えられた妻を離別し、反大内の態度を示すようになった。これに怒った大内義興は、毛利興元、吉川元経に命じて、武田元繁を攻撃させた。武田元繁は山陰の尼子氏と結び、大内氏側の毛利・吉川勢との攻防戦に突入したが、1517年の戦いで、武田方の勇将熊谷元直を失い、元繁も流れ矢にあたって落馬したところを討たれてあえなく戦死した。この戦いは毛利元就の初陣であった。安芸武田氏は元繁を失うとてその勢力は急激に衰退していくことになった。

　元繁のあとは武田光和が継ぎ、大内氏と対峙した。1524年に大内義興は３万余の兵を率いて、光和の拠る銀山城に押し寄せた。武田氏の危機を知った尼子経久は銀山城を救援するため、ただちに安芸に急行した。この尼子軍のなかには、大内側から寝返った毛利元就も従軍していた。尼子軍の出撃によって、大内氏は銀山城を落すことができず、兵を引き揚げた。

　武田光和は、武将として秀でたところもあったが、落ち目の武田氏を復活するまでには至らなかった。光和は熊谷信直の妹を妻に迎えていたが、女は２年後に実家に逃げ帰り再婚してしまった。これが原因で熊谷氏は武田氏から離反して毛利氏に走り、武田氏の衰退を一層早めた。武田光和は熊谷氏の本城を攻めたが、熊谷氏の守備は堅く、ついに兵を引き揚げた。その後、ふたたび熊谷氏を攻めようとした矢先に33歳の若さで病死してしまった（1535年）。

　武田光和には子供がいなかった。そこで若狭武田氏から信実を迎えた。しかし、養子のため家中の統率が取れず、元繁・光和の弔い合戦を巡って重臣たちの会議は紛糾した。安芸武田氏は内乱状態に陥入り、家臣の中から銀山城を逃れ去るものが続出し、当主の武田信実も銀山城を捨てて若狭に戻った。

　1540年に、尼子晴久が、また大内側へと寝返った毛利元就を討つため安芸に出陣すると聞いた武田信実は、尼子晴久に銀山城再興を願いでた。尼子晴久もこれを承諾し、牛尾遠江守に兵２千を与え、武田信実とともに銀山城に帰城させた。安芸に進軍した尼子晴久は毛利元就の拠点の郡山城を攻め立てたが、攻略できないばかりか翌年には大内氏の救援軍の出現と毛利方の反撃によって敗れ、尼子軍は出雲に退却していった。

　ついに銀山城は孤立し、武田信実はふたたび城を捨てて出雲に逃れ、多くの城兵も逃れ去った。しかし、銀山城にはなお３百余の兵が立て籠り、城を枕に討死を決していた。ところが、重臣香川氏らは毛利氏と和睦を進め、ついに銀山城は開城となった。ここに至って、承久の乱以来320年、安芸に勢力を維持してきた武田氏は、1541年6月、全くの終焉を迎えた。
(徒然道草その38）安芸の国と備後の国は同じ広さだった
　福島正則は1600年10月の関ヶ原の戦い後に、徳川家康から安芸・備後２国を与えられ49万8000石の大大名になった。しかし家康の死後1619年に、福島正則は２代将軍の徳川秀忠によって、信濃国川中島の高井野藩4万5,000石に減封・転封の命令を受けて、広島城を去った。そして、かつての福島正則の領地は分割され、安芸及び備後北部・西部は浅野長晟（42万石）に与えられ、備後南部には徳川家康の従兄弟の水野勝成が10万石で入封した。
　うかつにも目魁影老は、安芸の国が42万石で、備後の国が10万石であると、すっかり勘違いをしていた。それは江戸時代の浅野藩と福山藩（藩主は水野⇒幕府の天領⇒松平⇒阿部と代わった）の石高を指すだけで、律令国家の大きさとは関係ないことに、つい最近になって気付いた。
　古代の吉備国は大化の改新(646年)後に、備前、備中、備後、美作の四カ国に分割された。そして律令制度が始まったころの8世紀半ばには、安芸の国と備後の国の広さはほぼ拮抗していた。しかし人口は備後の国の方が多かった。
≪安芸の国は8郡66郷からなる≫　　
沼田郡(7郷) 賀茂郡(9郷) 安芸郡(11郷) 佐伯郡(12郷) 山県郡(8郷）高宮郡(6郷) 高田郡(7郷）豊田郡(6郷)である。
人口約6万5,600人　調(税)　綾、白絹、塩など　
国力は全国４段階のうちの２番目の上国、距離は奈良の都まで14日（遠国）
≪備後の国は14郡65郷からなる≫
安那郡(6郷) 深津郡(3郷) 神石郡(4郷) 奴可郡(4郷) 沼隈郡(4郷）品治郡（7郷）葦田郡(6郷）甲奴郡(3郷）三上郡(5郷）恵蘇郡(3郷）御調郡(7郷）世羅郡(4郷）三谿郡(5郷）三次郡(4郷)である。
　人口約7万2,900人　調(税)   白絹、鉄、塩など
　国力は全国４段階のうちの２番目の上国、距離は奈良の都まで11日（中国）
　つまり、安芸広島藩の領土は、備後の国14郡うちの半数強を占めており、備後福山藩は深津郡、安那郡、沼隈郡 神石郡　品治郡　葦田郡の6郡と、備中の国の小田郡、後月郡のそれぞれ大半であった。備後の国のうち甲奴郡は徳川幕府直轄領であり、倉敷にあった幕府代官所が支配した。
　平安時代中期に編纂された延喜式（えんぎしき）によると、国力により諸国は、大国 - 上国 - 中国 - 下国の四等級に分けられていた。
　大国＝13カ国
　大和、河内、伊勢、武蔵、上総(親王任国)、下総、常陸(親王任国)、近江、上野(親王任国)、陸奥、越前、播磨、肥後
　上国＝35カ国
　山城、摂津、尾張、三河、遠江、駿河、甲斐、相模、美濃、信濃、下野、出羽、加賀、越中、越後、丹波、但馬、因幡、伯耆、出雲、美作、備前、備中、備後、安芸、周防、紀伊、阿波、讃岐、伊予、豊前、豊後、筑前、筑後、肥前

中国＝11カ国
　安房、若狭、能登、佐渡、丹後、石見、長門、土佐、日向、大隅、薩摩

下国＝9カ国

　和泉、伊賀、志摩、伊豆、飛騨、隠岐、淡路、壱岐、対馬
　また、地方行政区画の一環として、畿内からの距離によって国を「近国」「中国」「遠国」に三分類した。
(徒然道草その39）毛利藩の幕末石高は実質100万石？ 200万石？
毛利輝元は豊臣秀吉によって、天正19年（1591年）3月に領国を安堵され、その支配地域の石高は、安芸・周防・長門・備中半国・備後・伯耆半国・出雲・石見・隠岐を合わせて112万石とされている。しかし太閤検地は必ずしも厳密に行われたとは言い難く、その領土の広さに加え、石見銀山（50万石相当）の収入などを考慮すると、実高は200万石を超えていたかもしれない。
　その後、毛利氏は関ヶ原の戦いに敗れ、徳川家康によって周防・長門２カ国に減封され、名目の石高は29万8480石2斗3合となった。その時、関ヶ原の軍功によって広島城を与えられた福島正則は安芸・備後の領主になったが、毛利氏とのバランスを考慮して、徳川幕府は名目の石高を50万石以下に抑えて、49万8,000石とした。
　こうして同じ２カ国持ちながら、毛利氏は福島氏に比べて大きく見劣りする大名に格下げされたが、慶長12年（1607年）から慶長15年（1610年）にかけて新たな検地を行った。少しでも石高を上げようとして、この検地は苛酷を極めたため、農民一揆も起きているが、検地結果で実質石高は、53万9268石余であることが分かった。50万石を超える検知結果に驚いた江戸幕府、提出された御前帳の数字をそのまま毛利家の公称高とすることを恐れ、幕閣（取次役は本多正信）は慎重に毛利氏と協議した。敗軍たる西軍の総大将であった毛利氏は50万石の分限ではないこと（特に東軍に功績のあった隣国の広島藩主福島正則とのつりあい）、毛利家にとっても石高が多いと、幕府から多額の普請役負担を命じられる因となること、そして慶長10年に提出した御前帳の石高からの急増は理に合わないことを理由に、幕府は慶長18年（1613年）に石高の7割である36万9411石3斗1升5合を表高として公認した。
この表高は幕末まで変わることはなかったが、その後の新田開発などにより、実高（裏高）は寛永2年（1625年）には65万8299石3斗3升1合、貞享4年（1687年）には81万8487石余、寛政4年(1792年)の内検高 89万4282石1斗、天保郷帳作成時(1831年頃)の内検高 97万0941石8斗1升5合5勺1才、明治3年(1870年)に明治新政府へ報告した石高は 97万8004石であった。
なお石高というのは米の生産高だけではなく、他の農作物や塩田、一応長州藩の場合は漁業や商工業なども屋敷高として土地生産高に変換して、石高に含めて算出している。1625年の数字で言うと、萩本藩の石高57万5288石余の内、田方は45万0574石余(78%)、畑方は6万3749石余(11%)、屋敷方は2万9385石余(5%)、その他小物成・塩浜・浦浮役等3万1478石余(5%)となっている。
それから250年後の、明治初期の周防・長門の実際の米の収穫高は『全国農産表』によると、53万9059石(明治9年)、59万8837石(10年)、64万8426石(11年)、69万5586石(12年)、68万0104石(13年)、71万4389石(14年)、73万9644石(15年)と急増している。これは新田開発によるものではなく、農業の生産性が明治政府の努力によって急速に上がった成果によるものであろう。
もっとも石高は、農業生産高はある程度反映されるが、鉱工業・商業関係の生産高は限定的にしか反映されていない。斎藤修・西川俊作らによる『防長風土注進案』についての研究によると、1840年代の長州藩経済は、ほぼ200万石規模だったと推定している。

　幕末の長州藩は島津藩や浅野藩を遥かに凌ぐこの財力によって、銃や軍備を整えることができたため、徳川幕府を倒す主役を演じることができたのである。
(徒然道草その40）伊藤博文は弱冠31歳で岩倉使節団の副使を務めた
明治維新が始まって間もない明治４年(1871)12月、西欧列強の実像を探るために、新政府は史上空前の大使節団を米欧に派遣した。右大臣岩倉具視(47)を特命全権大使に、副使４名と各省から選ばれた俊才ら正式メンバー46名、それに若い留学生43名などを加え、総勢108名もの大集団であった。使節団はアメリカの蒸気船で横浜を出発し、太平洋を渡ってサンフランシスコに上陸し、そこから陸路でアメリカ大陸を横断しワシントンD.C.を訪問したが、アメリカには約8カ月もの長期間滞在した。その後、大西洋を渡り、ヨーロッパ各国を歴訪して、明治6年9月に帰国した。

留学生の中には、大久保利通の次男の牧野伸顕(11歳)、津田塾大学を設立することになる津田梅(8歳)、戦前の三井財閥の総帥になった団琢磨(13歳)、フランスの思想家ルソーを日本へ紹介して自由民権運動の理論的指導者となった中江兆民(25歳)らがいた。
この岩倉使節団の４名の副使は、木戸孝允(39)、大久保利通(42)、伊藤博文(31)、山口尚芳(33、佐賀藩士で後の初代会計検査院長)であった。長州藩から２人が選ばれ、1年未満とはいえ英国留学経験のある伊藤博文が最も若かった。
使節団は1872年8月にイギリスのリバプールに到着した。ロンドンから始まり、ブライトン、ポーツマス海軍基地、マンチェスターを経てスコットランドへ向かう。スコットランドではグラスゴー、エディンバラ、さらにはハイランド地方にまで足を延ばし、続いてイングランドに戻ってニューカッスル、ボルトン・アビー、ソルテア、ハリファクス、シェフィールド、チャッツワース・ハウス、バーミンガム、ウスター、チェスターなどを訪れて、再びロンドンに戻ってくる。1872年12月5日はヴィクトリア女王にも謁見し、世界随一の工業先進国の実状をつぶさに視察した。

　欧州では、イギリス(４カ月)、フランス(２カ月)、ベルギー、オランダ、ドイツ(３週間)、ロシア(２週間)、デンマーク、スウェーデン、イタリア、オーストリア(ウィーン万国博覧会を視察)、スイスを回った。帰途は、地中海からスエズ運河を通過し、紅海を経てアジア各地にあるヨーロッパ諸国の植民地(セイロン、シンガポール、サイゴン、香港、上海など)にも立ち寄った。
伊藤博文は訪問第一歩を印したサンフランシスコで開かれた歓迎レセプションで大演説を行った。

 「今日、わが国が熱望していることは、欧米文明の最高点に達することであります。この目的のために、わが国はすでに陸海軍、学術教育の制度について、欧米の方式を採用し、海外貿易はいよいよ盛んになり、文明の知恵はとうとうと流入しつつあります。しかもわが国における進歩は、物質文明だけではありません。国民の精神的進歩はさらに著しいものがあります。数百年の封建制度は一個の弾丸も放たず、一滴の血も流さず、撤廃されました。このような大改革を世界の歴史においていずれの国が戦争なくして遂げ得たでありましょうか。  この驚くべき成果は、わが政府と国民の一致協力によって成就されたものであり、この一事をみてもわが日本の精神的進歩が物質的進歩を凌駕するものであることがおわかりでしょう」

 「わが使節の最大の目的は、文明のあらゆる側面について勉強することにあります。貴国は科学技術の採用によって、先祖が数年を要したようなことを、数日の間に成就することができたでありましょう。わが国も寸暇を惜しんで勉学し、文明の知識を吸収し、急速に発展せんことを切望しているのであります。わが国旗にある赤い丸は、もはや帝国を鎖す封印の如くみえることなく、今まさに洋上に昇らんとする太陽を象徴するものであります。そしてその太陽はいま欧米文明の中天に向けて躍進しつつあるのです」
　伊藤博文の言葉には、吉田松陰の遺志を果たさんとする、明治維新の志士たちの溢れんばかりの気迫が満ち満ちていた。

（徒然道草その41）現世の「竜宮城」オマーン訪問記①
　中東の王政国家オマーンについて、この随筆では、「その２」と「その４」で触れていますが、目魁影老はついに、2017年3月14日から23日まで、オマーンに行ってきました。「その４」で松尾氏が、こここそ竜宮城と称えた国です。今回の訪問記はかなり長文になってしまいました。ネット世代は長文を読むのは苦手と聞いていますので、６回に分けて掲載します。
　わくわくドキドキしながら、日本・オマーン協会の大森啓治理事長を団長とするオマーン訪問ツアーに参加しました。一行は女性７人、男性７人の14人で、若い２人の女性を除けば平均年齢70歳近い愉快な仲間でした。

　日本・オマーン協会主催の訪問ですから、オマーン外務省や日本大使館、オマーン・日本協会といった関係先を公式訪問するとともに、世界遺産の古都ニズワや星の降って来そうな砂漠、岩山の谷間に水の溜まったワディ、青ウミガメが産卵するビーチ、日本との合弁であるオマーンLNG（液化天然ガスを生産）まで、トヨタの４WⅮ車４台で巡る２泊３日のツアーに出掛けました。首都マスカットに戻って、モスク、スーク(古い市場)、王宮や博物館をマイクロバスでガイドとともに回る一日観光があり、そして最後の夜は、３泊した五星ホテルでお礼のパティーを開き、駐在する日本企業や大使館関係者などお世話になった20人余りの人々と一緒に、庭の芝生に設けられたビュッフェに並ぶオマーン料理(お酒は有りません)を堪能しながら、楽しいひと時を過ごす思い出深い旅行でした。

　アブダビ経由の飛行機でしたから、帰路はドバイも半日見て回りました。往復とも10時間を超すフライトで、しかも機中泊となり、オマーン滞在時間は実質7日間ほどでした。その旅でヨタヨタ徘徊老人が見て聞いてこと、帰国後に考えたことをまとめてみました。

☆目魁影老レポート☆

　すべての国家は栄枯盛衰を経験する。ポルトガルを駆逐してインド洋交易の覇権を握ったオマーンは、およそ200年前にはインドから東アフリカに及ぶ海洋大帝国を築いた。1832年には赤道直下に近いタンザニアのザンジバルに王宮を建設して、国王はアラビア半島の東端のマスカットから東アフリカに遷都した。その距離は東京と香港ほど離れていた。しかし偉大なサイード・ビン・スルターンが亡くなるとオマーンは、マスカット・オマーンとザンジバル・オマーンに分裂し、さらに帆船の時代が終わり、海洋交易が蒸気船に取って代られると西欧列強の覇権争いに敗れ、1891年には、植民地になることは免れ王政は守ったものの、イギリスの保護国にされてしまった。

中東全域を広く支配していたトルコ帝国が第一次世界大戦でドイツとともに敗北すると、英仏は石油利権の獲得を狙い、勝手に国境線を定めて中東地域を分割支配しようとした。しかし第二次世界大戦後には世界の覇権争いの主役はアメリカとソ連に握られ、東西冷戦時代へと突入した。イスラエルというアラブ世界の驚愕するユダヤ教国家も誕生した。さらにアラブ各国の王政は共産主義者からも挑戦を受け、1952年にはナセルが軍事クーデターを起こしエジプト国王を追放した。ナセルはすぐにスエズ運河を国有化するとともに、1958年２月1日にはシリアと合併してアラブ連合共和国を建国して、イスラエルや欧米に対抗するために親ソ路線を強めていった。
ヨルダンとイラクはこうした動きに危機感を抱き、アラブ連邦を結成して対抗しようとしたが、イラクでは1958年7月14日に青年将校によるクーデターが起き、国王一家は虐殺されてしまった。

　　　　　　　　　　　　★　　　　　　　★

こうした中東激動の1958年、オマーンのサイード・ビン・タイムール国王は一人息子を英国に留学させた。カブース皇太子は、1940年11月18日にサラーラの王宮で生まれたが、イエメンに近く首都マスカットから遠く離れたサラーラを離れたことはなかった。英国に到着すると、最初の2年間は静かなイギリスの田舎町で英語教育を受け、1960年9月にはサンドハースト王立陸軍士官学校に入学して、2年間の厳しい軍事教育を受けた。士官学校を卒業すると、ドイツに駐留していた英国軍のスコットランド・ライフル連隊に陸軍中尉として入隊した。
冷戦時代の最前線に駐留するライン方面軍で７カ月の軍務体験を終えた皇太子に、国王は３カ月の世界一周旅行を命じた。将来の国王になる運命を背負った皇太子は、パリ、ローマ、ギリシャ、トルコ、イラン、パキスタン、インド、日本、そしてアメリカを自分の目で見て回り、多くの写真を撮った。

再びイギリスに戻ったカブース皇太子は、そのまま帰国せず、さらに一年間イギリスにとどまって、地方政府の行政を学ぶとともに、工場、銀行、会社経営者を訪問し、オマーンを近代国家にするには何が必要か、どん欲に西欧の知識を吸収していった。

しかしながら、６年余りの留学を終えオマーンに帰国したカブール皇太子は、その学んだ知識を国政に反映する機会を全く与えられることが無かった。サラーラの王宮でその後も５年余り幽閉状態で過ごした。世界の情勢を知ることも全く許されなかった。密かに母親が持って来てくれる新聞を読むことが唯一の世界に開かれた道であった。皇太子は多くの本を読むことで、世界やオマーンの歴史や賢人たちの知恵を学び、オマーンの将来を考え続けた。

父親のサイード・ビン・タイムール国王は激動する国際情勢の中で、恐怖心に苛まれ、権限を大臣たちにも移譲せずに、強固な鎖国政策を敷いていた。中東地域では最も遅く、オマーン国内でも石油が1964年に発見され1968年からは輸出が始まっていたが、その石油収入も貯め込むばかりで国家開発に向けることを一切しなかった。
しかし世界情勢は大きく動き、1968年にはイギリス労働党内閣がスエズ以東からの英軍撤兵を決め、1971年までにはシンガポールやマレーシアから完全撤退することを表明した。保護国として80年にもわたりオマーンの外交・経済を支配していたイギリスが、アラブ地域から去っていくという危機が迫っていた。
（徒然道草その42）現世の「竜宮城」オマーン訪問記②
カブース国王の叡智と献身的なリーダーシップにより、誉れ高き国家に甦った現代のオマーン・スルタン国の姿をこの目で見てみたい――。目魁影老は高ぶる期待に胸を膨らませながら、マスカット国際空港に降り立った。

30歳で国王に就任した、それまで国政に全くタッチしたことのない若き君主は、いかにして部族争いや社会不安を招くことなく、また冷戦時代の共産主義者の挑戦を跳ねのけ、行政組織は無いに等しく、有能な官僚もテクノクラートもいないオマーンを、外国に依存することもなく立て直すことができたのであろうか。国土の80%が砂漠で、農地は僅かに0.3％しかない、ラクダとヤギとナツメヤシだけの最貧のこの地が、世界で最も高潔で、ホスピタリティー溢れる美しい国家に変貌を遂げた秘密はどこにあるのであろうか。

日本に帰国後、レポートをどのように書こうかと迷った挙句に、見たこと聞いたことを反芻しながら、「玉座の改革者」(在日オマーン大使館で頂いた本)を読み直し復習してみた。そしてオマーン改革の成功のカギは、カブース国王の目指した「西欧の議会制民主主義でもなく、共産主義のイデオロギーでもなく、長い歴史の中で根付いたイスラームの教えとこの地の文化の伝統遵守」にあったと確信した。部族や国民の融和を成し遂げることができるのは王政であること、国王はその義務と責任を一手に引き受けなければならないことを覚悟し、あえて父親にとって代わった若き指導者は、妻も子供も家庭もない生活に耐えながら、音楽と乗馬を友とし、改革のために戦い、国民に寄り添い続ける、半世紀にも及ぶ困難な道へと一歩を踏み出した。

　　　　　　　　　　　　　★　　　　　　　★

1970年7月23日、カブース皇太子はクーデターで父親を追放し、国王に就任したことを宣言し、生まれて初めて首都マスカットの王宮に入った。32年間国王を務めた父親は、晩年は鎖国を敷きサラーラに閉じ籠もりきりであったため、マスカットの建物は荒れ果てていた。カブース新国王はすぐにその建物を取り壊し新しい王宮に立て直すことを命じた。鎖国を止め、国民に対するあらゆる規制を廃止、国名をマスカット・オマーンからオマーンに変え、国旗も新しくした。翌1971年には独立を回復し、国連に加盟した。隣接する７首長国はアラブ首長国連邦（UAE)を結成してオマーンには加わらなかった。そのため、ホルムズ海峡に臨むムサンダム半島はオマーンの飛び地となった。石油収入の豊かなカタール、バーレーンはUAEにも加わらずに独立国家の道を選択した。

新しい国づくりに乗り出したオマーンは世界で最も遅れて近代化に着手した国の一つであったから、他国の失敗から学ぶことができた。エジプトやイラクの軍事革命、イラン国王の「白色革命」など、古いものを壊して全く新しい近代的な国家につくり替えるという性急な試みが、次々と挫折する姿を見て来た。若い時のイギリス留学や軍隊経験、幽閉中読んだ歴史書、父親の陥った恐怖からも多くのことを学んだ。
イデオロギーや上からの強制によって国民意識を無理やり変えるようなことをやっては、国民の反発や分裂を招く。新しい国づくりには、国民の同意、社会全体の理解が何よりも必要であり、それは忍耐力と粘り強い努力が無ければできないことである。宗教的、文化的伝統を重んじ、各部族が永年育んできた知恵を生かすことによってのみ、オマーンはかつての栄光を回復できると、カブース国王は考えた。そして部族社会を壊すのではなく、「オマーンの将来の根幹を担うのは部族社会である」と訴え、部族長たちの不安を払拭した。

オマーン第２位の都市サラーラのあるオマーン西部のドファール地域では、1965年に反政府勢力による内戦が勃発していた。中国やキューバが送り込んだ共産主義者たちが、南イエメンから国境を越えて革命運動を起そうとしていた。カブース国王の最初で最大の課題は、この内戦に勝利することであった。ドファールの戦闘はアラビア半島における共産主義拡張の最前線であった。国王自ら作戦の指揮をとって戦ったが戦線は一進一退状態を続け、ヨルダン、イギリス、イランなどの軍事支援を受けて、1975年12月11日にやっと戦争終結を宣言した。　
この年はベトナム戦争で米軍が敗れ、エチオピア、アンゴラ、モザンビーク、カンボジア、ラオスで社会主義政権が生まれた、共産主義者にとって輝かしい年であった。
（徒然道草その43）現世の「竜宮城」オマーン訪問記③
カブース国王は、父親時代の大臣をすべて罷免した。改革を進めるための人材は全く不足していた。首相の適任者はたった一人しかいなかった。それは兄に反発してドイツに移り住んでいた叔父ターリク・ビン・タイムールであった。それまでお互いに会ったこともない二人であったが、協力して新しい政府機関の創設に乗り出した。しかし人材不足はいかんともしがたく、カブース国王は、外務大臣、国防大臣、石油大臣、財政大臣を兼務せざるを得なかった。

カブース国王は内戦の危機を乗り越えると、内政に全力を挙げて取り組むことになったが、最も重要なことは、経済的な成果を上げ、人々の生活を改善することで、国民の心をとらえ、改革への信頼を獲得することであった。理想主義を掲げて、いきなり西欧的な政治的自由を与えることは、国内の混乱や反発を招き、王政が倒されたり、民主主義を謳いながらも独裁政権が生まれてしまう恐れがあった。何よりも国民の融和を失わないためには、オマーン社会に深く根付いてきた部族社会の伝統文化や宗教を大切にして改革を進める必要がある。カブース国王は、それができるのは議会制民主主義の性急な導入ではなく、王政を守ることだという信念を持っていた。

「他人の手で作られた完成品よりも、自分の手で作った未完成品の方が良い」と慎重にオマーン改革を進めた。

カブース国王の呼びかけに応じて海外にいるオマーン人は続々帰国して若き国王を助けた。マスカットに住む家の無い彼らは、海岸にテントを建てて暮らしながら国家のために働いた。この国は、何もかもがほとんどゼロの状態であった。学校を増やし、病院を建て、国民の生活を守り、向上させることにまず集中的に取り組んだ。どの部族にも教育や医療が分け隔てなく行き渡るように、常に公平を心掛け、国民の不満や混乱が起こらないように細心の注意を払った。文盲をなくし、乳児の死亡率を劇的に改善することに成功した。

行政組織や生活インフラを整えることも急務であった。イギリスはクーデター後のオマーンを新国家としていち早く承認し、改革当初はイギリス人の顧問団が人材不足を補って支援してくれた。カブース国王は、海外から帰国した若者が経験を積み、行政能力を身に着けるのを待って、少しずつ彼らを要職に引き上げていった。初等教育の整備が進むと、さらに高等教育の充実を図り、1986年にはスルタン・カブース大学をマスカット郊外に開校するまでに漕ぎつけた。海外にも多くの若者を留学させた。今では、改革当初から国王を支えた人々も高齢になり、若い人材に国政の担い手を世代交代することを進めている。

カブース国王はターリク・ビン・タイムール退任後には首相も兼務し、現在でも、石油大臣を除く、主要４大臣の兼務は続いている。それは国王専制でも国王独裁でもない。国政の実務は各省次官などの行政トップに委ねながらも、国王がすべての義務と責任を一手に引き受けるという固い決意の証である。
　　　　　　　　　　　　★　　　　　　★
立法権のある国会や議会の開設は認めていないが、カブース国王は1981年には国家諮問評議会を創設して、県の代表17人、国家の職員17人、民間の代表11人を選び、国家の開発計画が効率的進んでいるかどうか、国内を巡回して知事や部族の代表に会って意見交換する組織を立ち上げた。３年後に行われた選挙では、議員数は80人に増え、初めて女性２名が選ばれた。
オマーンには憲法は無い。その代わりとして、在位25周年の記念日を前に、
1996年に発令された国王令第101号で国家基本法を発効させた。この基本法に基づき、国家諮問評議会を二つに分けて、新たに国民の代議制機関の第一院として諮問評議会、第二院として国家評議会が設けられた。国家評議会の議員41名は国王が任命した。大臣、副大臣、大使、軍人、治安担当者、大学教授、マスコミ関係者、そして女性議員も５名選ばれた。

　イスラーム教では、男性と女性は役割が違うと教える。女性は家庭の中に閉じこもって、外で働く男性に性的安寧を与え、子孫を産むことが務めであるという文化である。そして、女性は夫と父親以外に肌を見せてはいけない。また女性の髪は、男性にとって誘惑的なものであるからスカーフを被って、他人に見られないようにしなければならない。家にお客を招くときも、男性は男性だけで、女性は女性だけで宴会を開く。男性と女性が一緒になることは無い。
ムハマンドは610年に神の啓示を受け、そこからイスラーム教が興るが、それは日本で言えば聖徳太子の時代である。そのころは、東ローマ帝国とペルシャ帝国の間で長い戦乱が続いていて、双方とも疲弊しきっていた。その間隙を衝いて、いわば軍事組織でもあったイスラーム共同体は、一挙に中東地域を制覇してイスラーム教を広げるとともに、アラブ帝国をつくり上げた。戦闘が続けば兵士は死ぬ。すると女性にとっては結婚する相手がいなくなってしまう。そこでムハマンドは「生活できなくなった寡婦を助けるために、妻を４人まで認めた」ことになっている。その寡婦とは、アラブ人だけではなく、征服されてしまった非アラブ人の側の方が多かっただろう。
テロ組織のIS(イスラーム国)の兵士が若い女性を誘拐するようなことが、古い時代には「しばしば許されていた」のかもしれない。クルアーン（コーラン）に次ぐ聖典であるハーディスには、戦闘で手に入れた「戦利品」に対して兵士は慰安行為をすることが許されるという趣旨の表記がある。イスラーム社会では、戦闘に参加して女性を守るのは男性の役目であり義務であるが、女性自身も異教徒から貞節を守る責任があった。1400年前の厳しい攻防の歴史から生まれたこの伝統が、アラブ文化の背景にあるのではないだろうか。
それに比べ、はるか800年後に、「異教徒は人間ではない。殺せ」と命じたローマ教皇、原住民絶滅を図って女も子供も殺し尽くしたコロンブス、このヨーロッパキリスト教徒たちの方が、はるかに残虐なことをしたことは明白である。極東の島国である日本は、こうした史実と無縁であった。
アラブ社会の伝統文化の遵守を極めて重く見るカブース国王ではあるが、新しい国家づくりには女性の力が欠かせないという立場を打ち出している。そのために、慎重に粘り強く、女性の活用を進めている。そういう点では、頑なな保守主義者ではなく「伝統の破壊者」でもある。国王令によって女性を次官に任命し、その後、大臣にも登用した。空軍、陸軍、警察にも女性が職務についている。今では大学生の半数以上を女性が占めるようになっており、スポーツをする女性も多く、ヨットや海水浴をする女性もいる。
しかし市民生活では、田舎でも都市でも、男性は白いディシューダーと帽子、女性はアヤバと呼ばれる黒ずくめのガウンに覆われた民族衣装を纏う伝統を守っている。この服装では、男性は立ち姿で小用をすることは難しい。そのためトイレは、かつての日本の大小共用便器と同じような、しゃがむ方式である。
　オマーンはイスラーム教を国教と定める国であり、スンニ派でも、シーア派でもないイバード派がおよそ４分の３を占めるが、信仰の自由も認められている。外国人労働者の中にはヒンズー教徒もキリスト教徒もいる。
（徒然道草その44）現世の「竜宮城」オマーン訪問記④
カブース国王の最大の内政は地方巡行である。毎年、多くの大臣たちを引き連れて天幕生活を送りながら、1カ月かけて国内およそ200部族を順番に回って、部族のリーダーたちの声を聴き、多くの国民と握手をする。マスカットを離れて、これまでに国内すべての町や村を訪れた。国民すべてが、直接、国王に触れあえるのがオマーンである。イスラーム教は偶像崇拝を禁じているため、モスクには一個の彫像も一枚の神の絵も飾られていない。ステンドグラスも壁も扉もすべてモザイク模様である。神の姿もムハマンドの姿も、人々は誰も見ることは出来ない。すべて信者は心の中で神を信じるのであり、人間は他人の心の中を見ることは出来ない。神の前ではすべての人々は平等である。従って、モスクの中には祭壇もなければ、玉座もない。大きなシャンデリアが天井に吊るされていて、きらびやかであるが極めて簡素である。信者は、分け隔てなく絨毯の上で礼拝するだけであり、職業としての僧も司祭も存在しない。

しかし、オマーンでは至る所に、カブース国王の大きな写真が掲げてある。役所や公共施設に限らず、街の中でも、レストランの中でも、日本にあるオマーン大使館に掲げてあるのと同じ写真に出会う。カブース国王は決して大きな体躯の人ではないが、軍服を着て訓示をしたり馬に乗ったりすることもあるが、殆どは伝統的な衣服とサンダル姿である。外国の国王や大統領といった首脳と会見するときも、ネクタイやスーツ姿ではない。微笑や笑顔の写真はほとんどないが、頬・顎・口元は真っ白な髭に覆われ、威厳と慈愛に満ちた姿で人々を見守っている。写真がどこにでも飾られているのは、上からの強制ではなく、カブース国王に対する国民の感謝の心の表れであるように感じた。

アラブの王政国家では、石油・天然ガス収入はすべて国王のものとなるが、それが国家財政を支えるとともに、国民に公平に配分される。国王の手で、多くの都市にモスクが建設され、学校や病院が整備され、道路が造られ、マスカットの発電・淡水化プラントから電気と水が送られてくる。税金は無く、教育も医療もすべて無料である。

オマーンの人々にとって、それらはすべて「国王からの贈り物」である。
　　　　　　　　　　　　★　　　　　　★

オマーンは海洋国家として異文化との交流が長く、インドや東アフリカから移り住んできた人々も多いため、ホスピタリティー溢れる国である。英語がどこでも通用し、表敬訪問した我々を出迎えるホストも、街のスークの商人も、タクシーの運転手も、ホテルやレストランの人も、モスクで行き交う人々も、とても親愛の情に満ちている。笑顔と握手があり、慎み深く、じっと私たちの話を聞き、丁寧に応えてくれる。喋りまくられて私たちが辟易するようなことは一度もなかった。

IS(イスラーム国)の掲げる1400年前の「理想国家」に最も近いアラブの国は、宗教と伝統文化の遵守を続けるオマーンなのであろうか、ISといったテロ組織の影などどこにもなかった。東京よりも治安がいいようにさえ感じた。それでも、｢この国に政治犯はいないが、テロに対する警戒は強めている」らしく、新しい大きな警察の建物があちこちに建設されていて、パトカーも見かけた。伝統的文化を大切にするというカブース国王の考えは、国民生活の隅々にまで浸透しており、建物の色も建築監督局が目を光らせていて、基準に合ったものしか建築許可を与えない。警察署は黄色い色と決められているから、どこの町に行ってもすぐにそれと分かる。首都マスカットでは建物の高さも決められていて、隣国ドバイのような高層ビルや奇抜な外観のものは見られない。ほとんどが真っ白に塗られている。政府関係の建物や公共施設は正面屋上に必ず国旗を掲げている。　

マスカットの道路は広く真っすぐで、ナツメヤシとかアカシアとか、街路樹と芝生が綺麗に植えられている。植物に欠かせない水は上水ではなくて再利用した中水を使っているらしいが、外国人駐在員の家などは敷地が広く緑豊かで、庭の木々に毎日やる水の料金だけでも数万円掛かり大変ということであった。

マスカットは日本で言えば沖縄の宮古島くらいの位置にあり、私たちが滞在したのは3月中旬であったが、昼間は気温が30℃を超す。オマーンの国土の広さは日本全土の85％くらいで、そのうち80％が砂漠で、雨は年間100㍉も降らないから河も川もない。マスカットは背後に3,000㍍級の山脈があるため大雨が降ることもある。しかし岩山には全く草木が生えていないので、雨は一気に濁流となって海に流れてしまう。水はすぐに干上がり、砂利とわずかの灌木が生えただけの涸れ川となる。地図を見て川の表示があっても、そこは車が走っていたりする。

　貯水ダムは造らない。瞬間的に大雨が降ったら、ダムが決壊してしまい大きな災害を引き起こす恐れがあるためらしい。旧約聖書に登場するシバの女王の都のあったイエメンの王国が貯水ダムの崩壊で衰退してしまったことがトラウマになっているのか、オマーンでもたびたび大洪水に襲われてきた経験からか、巨大貯水池は見当たらない。
　たちまち困るのが、生きていくための生活用水の確保である。マスカット発祥の地は岩山に三方を囲まれた1㌔四方ほどしかない旧市街。そこはかつてポルトガルの城塞とインドへ向かう帆船の風待ち港があった場所で、今では王宮が立っている。峠道を越えて2㌔ほど北西に進むとマトラフという港町。ここは庶民が暮らす狭い迷路のような道と古い建物、そして魚市場とアラブ第一といわれるスークで賑わう観光地。次に開けたのが、その西側の盆地の新市街ルイ。全部合わせても、せいぜい2万人しか暮らせないほどの狭い場所が、かつてのマスカットであった。水がないので、確かにそれ以上に人口が増えることは不可能であったろうと思った。畑もない、木もないので、食料と燃料を確保するのも困難を極めただろう。

　しかし、現在の大マスカットは人口80万もの大都市である。ルイから5㌔も西へ進むと山道が一変し、岩山の山脈とアラビア海の間に、北西のホルム海峡まで300㌔も続くビーチと平原が出現する。ここに次々とつくられたのが、官庁街、商業地区、飛行場、学校、モスク、ホテルであり、街全体を見渡せる高台には国王の新しい執務宮殿がある。必要な水はすべて海水の淡水化で賄っている。その巨大発電・淡水化プラントは日本企業が中心になって、マスカット郊外に建設した。東レ製の逆浸透膜を使って作られた「真水」は市内はもとより、国内北半分の全域に配水パイプで送られているという。

（徒然道草その45）現世の「竜宮城」オマーン訪問記⑤
明治維新におよそ3,000万人であった日本の人口は、1億2,000万人を超え、４倍に増えた。日本人で初めてオマーンを訪れたのは歴史学者の志賀重昂（しが しげたか）である。欧州訪問からの帰路、1924年（大正13年）にマスカットに立ち寄って、国王に謁見したが、当時のオマーンの人口は50万人であった。現在のオマーンの人口は、９倍、450万人にまで増えている。ドバイは多くの労働者を海外から導入することで目覚ましい経済発展を支えているが、外国人の比率が80％にも達する。しかし、オマーンは外国人の労働力に頼らないで国づくりをする方針をとっており、外国人の受け入れは人口の30％に抑えている。

　国土が砂漠に覆われたアラブの国々は人口が少なく、石油輸出で得た財源を使って経済発展を進めるために、多くの外国人労働者を招き入れた。パキスタン、インド、バングラディシュ、インドネシア、フィリピンなどから、イスラーム教徒であり、かつ英語を話せる人々が多く出稼ぎに来ている。道路工事や工場の労働者だけでなく、メイドやサービス業さらには農業を支えている。これらの人々は２年間の就労許可を得て働く、期限が切れると許可を再取得しなければならないが、長くても５年間くらいしか働けない。その後は、新しい若い外国人労働者に置き換わる。基本的には単身赴任であり、移民は認められていない。

　移民や家族を受け入れると、住宅や学校、さらには様々な社会福祉費用の必要が生じる。こうした余分な財政負担の発生を防ぐために、必要な労働力だけを確保する方法をとっている。短期間で労働者を入れ替えることで賃金の上昇を抑えることもできる。しかし人が代わるたびに「再教育や訓練」が必要になる。それを回避するために、そうした負担の発生しない単純労働が外国人に振り向けられる。熱い日中に太陽の下で働く仕事や農業など、汗を流す作業は外国人労働者が担う。従って、こうした雇用政策のもとでは、社会の底辺を支える職業の技術の継続や進歩・発展が起こらない。

　「すべての人々が国家に頼りきってはいけない。石油による栄光は壊れやすいものだ」と、カブース国王は訴え、どんな職業でも自国民が担わなければ、オマーンの明るい未来は開けないと考えている。国民の教育水準が上がったとしても、世界の先端技術を取り入れるために外国人の知恵と力を借りる必要は続くであろう。そのため、外国人労働者が全くゼロになることは無いにしても、安易に外国依存する恐れを戒める。「ある職業が社会的地位が低いからと言って軽蔑してはならない。オマーンの若者一人一人が人生で自分の居場所を見つけ出せるよう」に自立することを国民に呼び掛けている。
　　　　　　　　　　　　　★　　　　　　★
　オマーンの採掘可能な石油資源は、後10年くらいで無くなるものと考えられている。しかし埋蔵量そのものはもっとあるようで、技術開発が進めば、その生産量はさらに増えるかもしれない。その後、天然ガス田が発見され、こちらの方は30年から60年くらいは採掘が可能のようである。しかし、国家収入の70％から80％を占める財源である地下資源はいずれ枯渇する。50年後、100年後のオマーンはどうすればいいのであろうか。

　昔の都であるニズワは、マスカットから山脈を越えて300㌔離れた砂漠地帯のオアシスにある。かつて５万人ほどの人口であったが、現在では27万の人々が住んでいるという。土地は広いから、新しい建物が郊外に次々と建てられている。しかし、限られた水源の中で、なぜそんな奇跡のような人口増が可能になったのだろうか？
　生活に不可欠な水は、かつては地下から湧き出るオアシスに依存することが
すべてであった。しかし現在では、はるか離れたマスカットの海岸にある海水淡水化プラントから道路わきに埋められた配水管で送られていることが分かった。配水管の埋設を示す標識が点々と車窓から確認できる。さらに色の違う標識が続いている。「あれは油パイプの標識です」ということであった。電気だけは、鉄塔や木の電柱で送られていた。

　カブース国王は、舗装された道路を全国土に張り巡らせるとともに、生活に必要な水、燃料(灯油？)、電気を広く点在する部族集落まであまねく送り届けるというインフラ網を整備したのである。通信も今では全く不自由はない。
　山間の道を、ニズワへ、さらには古くから続く港町スールへと走ると、ところどころにナツメヤシの茂みが現れる。そこには山に浸み込んだ水が湧きだすオアシスがあり、わずかに白い住居もある。ナツメヤシの姿が消えると、車の左右には、再び延々と岩山が続き、干上がった河原のような平地を走る。石ころに覆われ、わずかに低い灌木が点々と生えただけの平地は、意外に広かった。農地が国土の１％に満たないオマーンではあるが、こうした荒れ果てた平地が17％もあるという。水さえあれば、この平原は蒙古平原や東ヨロッパやトルコやマレーシアで眺めたと同じように、一面のトウモロコシ畑、小麦畑、菜種畑、ひまわり畑、果樹畑、油ヤシ林になれると私は思った。
　　　　　　　　　　　★　　　　　　★

25万年前に人類がアフリカで誕生し、10万年前にイエメンに渡来したころ、アラビア半島は緑溢れる動物の多く棲む大地であった。猿から進化して二足歩行を始めた人類は、脳が発達して火と石器を使うようになり、獣を殺して肉と毛皮を手に入れた。ゴリラと違って、なぜ人類はアフリカを出て、世界各地へと広がっていったのか。その理由は、食料と身に纏う毛皮となる獣が、より沢山いる場所を探し求めたからだと私は考えている。ウミガメとその卵も、人類にとってはありがたい食料であっただろう。私たちが訪れてウミガメの産卵を星空の下で見詰めたビーチの周りは、草木の全くない砂漠である。しかし、すぐ近くで3,000年前の古代人の墳墓遺跡が発見されている。

豊穣の地であったアラビア半島は次第に乾燥が進み、いつしか不毛の砂漠となってしまった。火と毛皮により寒さに耐える文明を身に着け人類は、亜熱帯地域の砂漠からさらに北の温帯地域のアジアへ、ヨーロッパへと、狩猟する獣を求めて移動していったに違いない。

厳しい自然環境の中で暮らさざるを得ないオマーン国民の生活を、少しずつ豊かにするために、経済開発計画を推進するにあたってカブース国王は、どの部族もできるだけ公平に扱うことに心を砕いている。オマーンLNGを立ち上げて日本向けの天然ガス輸出基地を造るとき、マスカットから直線距離で150㌔南東にある古い港町のスール近郊のカルハットに巨大プラントは建設された。そこは、天然ガス採掘地から最も近い海岸とは遠く離れていた。間違いなくパイプラインの敷設工事費は高くついたはずである。しかし、敢えてこの地を選んだのは、投資効率よりも、スールの人々にとって身近に工場が出来、雇用機会が生まれるようにという国王の配慮である、と私には思われた。　

　さらにスールから350㌔南のドゥクムでも、巨大な浮きドックを持つ造船所を中心とした工業団地の開発が進んでいる。
（徒然道草その46）現世の「竜宮城」オマーン訪問記⑥
最後の晩餐会のテーブルで私の隣に座ったのは、三菱商事の社員である若くて背の高いオマーンの好青年であった。近隣のアラブの国々と違って、オマーンには肥満な人が見当たらない。白いディシューダーに身を包んだその青年に向かって、私は率直にオマーンの「50年後の地下資源無き未来」について、日本語で話しかけた。

オマーンの地には5つの天の恵みがある。それは太陽・砂漠・海・風・高い山脈である。これを活用しようというのが私の未来ビジョンである。

人の住まない内陸部の砂漠に琵琶湖ほどの巨大な人造湖を造り、国土の30％を緑に変え、樹木を育て、農耕地を広げ、牧草地にはオリックスを家畜として飼う。その仕組みは、まず、かつて大海洋帝国を築くときに活用したインド洋モンスーンの風で風力発電を行う。その電力を使って海水をくみ上げて人造湖に注ぎ込む。55度にもなる熱い太陽が水蒸気を発生させる。水蒸気は上昇気流となり3,000㍍の山脈にぶつかって雲が発生する。その雲は大量の雨を降らせる。その水で山に木を植え、緑地を増やす。日本の技術によって、バクテリアや土中の細菌やミミズを増やし、落ち葉や近海で獲れる海産物(アラブ人はあまり食べない)を肥に変える。30年後、50年後には、サラサラの砂の大地や岩山が、豊かな土壌に生まれ変わる。

高原ではコーヒーや紅茶といった換金作物を育てる。山の斜面には杉など輸出できる木材を植林する。広い牧草地もつくる。平地では野菜や果物や穀物を育てる。湖では魚やクロレラを養殖するとともに、塩を生産する。それらを使ってソーダ工業を起し、農業、漁業、牧畜や食品加工を新たな産業にする。こうして、ヤギとラクダとナツメヤシだけの生活から脱出する。

液晶を使った太陽光発電は、高温では発電効率が劣るし、砂漠の砂は大敵である。そのため、太陽光発電所は砂嵐を防ぐために緑地帯で囲む必要がある。さらに55度の高温でも効率的に発電できる液晶発電技術を日本と協力して開発する。反射鏡を使って太陽光を集めて水を沸騰させる発電方式も有効であろう。いずれにしても砂漠の海水湖近くで太陽光発電を行う。発電した電力は、社会生活や緑化事業やソーダ工業に使うだけでなく、水を電気分解して水素と酸素を生産する。水素は石油に代わる重要なエネルギー源である。間違いなく将来の世界は「水素社会」へと進むであろうから、太陽光を使った安価な生産基地を建設すれば、水素は有力な輸出品になる。

牛の仲間であるオリックスは野生のヤギやラクダのようにオマーン各地に生息していたが、美味しい肉と長く真っすぐで見事な角のために殺されてしまい野生から姿を消した。そのオリックスを保護し復活させるカブース国王の試みは、着実に成果をあげている。このオリックスを増やして牧場で飼う家畜にする。豚肉を食べないイスラーム世界において、ヤギや羊やラクダの肉よりも、もっと高級な食材になるはずである。オリックスの角も工芸品の材料になる。

また、日本の三陸海岸がそうであるように、山から森の水が海に流れ込めば、そこには豊かな漁場が生まれる。国土の30％が緑地帯になれば、オマーンの海にも新たな恵みをもたらし、沿岸漁業が発達するかもしれない。
　　　　　　　　　　　★　　　　　　★
オマーンはドバイに代わる物流基地を狙ってサラーラに巨大なコンテな基地
を建設している。ここから紅海沿岸やからアラビア半島全域、さらには東アフリカに向けて内陸部をトラック輸送するためには、道路網の整備とともに、トレーラーの燃料確保が重要である。そこで、ここでも無尽蔵の太陽光を活用する仕組みを構築する。砂漠の中の各所に太陽光発電拠点を設け、トレーラーの蓄電池に充電し、何台か待機させる。牽引するトレーラーと荷物を積んだコンテナを、カートリッジ方式で、この発電拠点で切り替える仕組みを開発する。　
　サラーラの港に海外から運ばれてきた大量の荷物を、仕向け地ごとに振り分けてコンテナに詰め込む。そのコンテナを電気自動車に結合して、発電基地まで運ぶ。到着するとコンテナは、充電して待機中の牽引車に結合して、次の基地まで走る。そこでまた、新しい電気自動車に切り替え、目的地まで走る。コンテナから切り離されたトレーラーは次に備えて、点在するこの太陽光発電所でいつでも走れるように充電する。このカートリッジ方式輸送網は、いわば初期投資だけで、後は「燃料代タダ」で済む。原油が枯渇しても心配はない。

　　　　　　　　　　　　★　　　　　　★

　オマーン人の青年は、「国民の誰もが将来のことを心配し、どうすればよいか考えている、しかしいい知恵がないのが現状である」と語った。国家の将来のためには、教育が最も重要であり、内政改革でその取り組みはすでに大きな成果を上げていること、オマーンでは女性差別は全くなく、門戸は開かれ様々な分野に進出できるようになっていることも強調した。

　カブース国王は今年11月18日の誕生日（ナショナルデー）には、77歳になる。近年は体調を崩し、ドイツの病院に数カ月入院したこともある。皇太子がいないために、次期国王が誰になるのか、目魁影老は心配でならないが、オマーン国民は極めて冷静であるように思った。国家基本法に「次の世代」の選出については明記してあるようである。

　また、国際的な原油価格が一時は1㌭35㌦台にまで下がったため、オマーンは大変な財政不安に陥った。そのため昨年は100億㌦、今年はやや原油価格が持ち直したがそれでも75億㌦を海外から借り入れなければならなくなり、オマーンの国際的格付けもぎりぎりの状況にまで下がっている。この苦境を乗り切るために、国家が直接投資する方式を改め、発電所建設などに外資や民間資金を導入する仕組みづくりを着々と進めている。
　カブース国王は、オマーン国内にだけ思いを巡らしているわけではない。イラン革命の余波が及ぶことを防ぐために、アラビア湾岸の王政６カ国、サウジアラビア、クウェート、バーレーン、カタール、UAE、オマーンは、1981年にGCC(湾岸協力会議)を結成した。現在でも、イランとサウジは激しく対立し、宗教も絡んで、中東地域の主導権争い演じているが、オマーンはこの双方のどちらにも偏ることなく、むしろ積極的に両者の調停を働きかけている。

　カブース国王は、さらに将来は「やがて政治的な国境は無くなり、平和な地球市民として暮らす時代が来る」という壮大な夢までも抱いている。

　オマーンは、欧米の自由主義の押し付けや、共産主義イデオロギーの侵入を嫌い、独力で明治維新を成し遂げた民族的対立が無く平和な日本に着目する親日的な国である。目魁影老は、オマーン・スルタン国がいま直面する課題をどのように克服していくのか、これまでの半世紀のこの国の歴史も含めて、日本こそ、オマーンに学ぶことは多いと思っている。

　「オマーンはドバイのような失敗はしない」と、思慮深く日本語を選びながら語る、青年の一言が印象的であった。

